
  

 

 

 第 34 回ミニ相談会を実施します。3/2 からいわき市が実施している自家消費用作物等の放射

能簡易検査に、新たに非破壊式検査装置が加わりました。今回のミニ相談会では、非破壊式検

査装置を実際に見ていただきながら、装置の特徴や従来との違いについてお話しするとともに、

希望される方にはその場で自家消費用作物の放射能検査も実施します。また、これまでの検査結

果からわかってきたことについてもお話しいたします。 

お誘いあわせの上、初めての方もお気軽にご参加下さい。参加の際には事前のご予約が必要と

なりますので、当センターまでお問合せ下さい。 
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～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）または FAX（38-7134）でお申込み

下さい。申込み用紙は、ホームページからダウンロードすることもできます。 

※今後も、様々なテーマで相談会を実施する予定です。 

いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、 

ぜひご覧下さい。 

 

【日 時】    平成 27 年 5月 28日(木)     10:30～12：00 

【場 所】    いわき明星大学環境放射線測定室  

〒970-8551 いわき市中央台飯野 5-5-1 

【 】    いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．講師の先生のお話と測定  10:30～11:30 

  ２．質疑・応答               11:30～12:00 

【対象者】    いわき市内在住の方 

【定  員】    10 名（※事前の予約が必要となります。） 

【測定を希望する方へ】 自家消費用作物の放射能検査を行いますので 

検体をご持参下さい(1 人 1検体) 

(※サイズ 縦 30cm×横 20cm×高さ 15cm 以内) 

http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますのぜひ


 

 

  

  

 

【日 時】 平成 27 年 5 月 28 日（木） 10：30～12：00 

【場 所】 いわき明星大学 環境放射線測定室 

【講 師】 いわき明星大学 環境放射線測定室 信田 重成 

【参加人数】10 名（男性 6名 女性 4名） 

  

いわき市自家消費用作物等の放射能簡易検査に、平成 27年 3月から従来の破壊式に加えて非

破壊式検査装置が導入されました。非破壊式とは？という利用者の疑問に答えるため実際に装置

を見ていただき、装置の特徴や他の装置との違いについて講師にお話ししていただきました。ご

参加いただいた方には作物をお持ちいただき、その場で放射能検査を行いました。 
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【1】原子核の崩壊と放射線 

【2】放射線検出の原理 

【3】測定器について～Ｇe半導体検出器～ 

【4】測定器について～Ｎal シンチレーション検出器～ 

【5】測定器について～Ｃsl～ 

【6】食品放射能分析機器比較 

【7】放射線と検出器 

【8】いわき明星大学構内・福島県および福島県隣接都市における空間線量率 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．講師の先生のお話   

<講師資料抜粋> 



 

 

 

 

 

＜非破壊式放射能検査器による結果＞ 

 

非破壊式放射能検査器で測定される放射能濃度は Cs-134 と Cs-137 の合計値です。 

非破壊式は検体を細かく刻む必要がなく、そのままの状態で検査することができる装置です。 

従来の破壊式は測定に 30分ほどかかっていたのですが、非破壊式では 3 分程度で測定できます。 

今回は参加者に検体をお持ちいただき、非破壊式検査器で測定しました。一部の検体については

測定条件(検体の量・測定時に入力する検体の形状など)を変えて測定を行いました。 

 

 

 

<非破壊式放射能検査器> 



 

 

 

 

 

交流タイムでは、講師の先生を中心に参加されたみなさんが普段感じていることや、生活の中

で気になっていることなどを、自由に話し合いました。その中で出た意見・質問をご紹介します。 

 

Q 非破壊式検査器の精度は破壊式の精度と比べてどうなのでしょうか？ 

A.ゲルマニウム半導体検出器を使い、検体をみじん切りにして専用容器にきれいに詰めて、重さ

を測って測定すれば、かなり精度よく測定できます。装置による測定結果の比較は前ページの別

表をご覧ください。 

 

Q．タケノコの放射能濃度は年々下がっているのか横ばいなのですか？ 

A.場所によって異なるので一概には言えません。同じ山でも違いがあり、斜面が西向きか東向き

かでも違うらしいです。タケノコのデータをいわき市のホームページで見て大丈夫と思えば食べ

ても構いませんが、一応測って食べられた方が安心だと思います。 

 

Q．作物を作っている畑で場所による差（山側と少し離れた所）はありますか？ 

A．畑は管理されている所なので、震災当初から野菜からはセシウムは出ていないです。  

もう一つは、放射性物質自体が土の中に固定されてしまっていて、作物が吸い上げることが出来

なくなってしまっているのが現状です。 

野菜は比較的セシウムが検出されておらず、場所によってよほどの差がない限り、さほど変わり

ません。 

 

Q．梅は大丈夫なのですか？  

A. 放射性セシウムが検出される検体数は減ってはいます。ウメに限ったことではなく、果実等の

樹木に実がなるものは、土の表面だけでなく、木の表面にセシウムが付着します。 

果実等には根っこからではなく幹の部分・表皮の部分に付着したセシウムが吸収されます。 

セシウムを吸収した実を付けて落とすごとに減っているかは分かりませんが、実際、減ってきて

います。 

時間が経てば経つほどセシウムが減る傾向にあるのかとは思います。 

 

 

 

 

 

以上 

２．質問コーナー・交流タイム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～参加されたみなさま、お疲れ様でした～ 

第 35 回ミニ相談会は 6月 26 日（金）10：30 より、いわき地域復興センター 

で実施致します。 

 

 

興味を持たれた方は、窓口かお電話でお問い合わせください。 

＜第 34 回ミニ相談会のようす＞ 


